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新たな飛躍を 
めざして 

　
草
加
市
立
病
院
開
設
50
周
年
記
念

式
典
が
６
月
21
日
に
、
獨
協
大
学
天

野
貞
祐
記
念
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
院
の
関
連
大
学
で
あ
る
東
京
医

科
歯
科
大
学
の
病
院
長
を
は
じ
め
、

地
域
医
療
機
関
の
医
師
、
市
立
病
院

関
係
者
な
ど
約
400
人
が
参
加
。
市
立

病
院
の
前
身
で
あ
る
草
加
町
国
民
健

康
保
険
直
営
診
療
所
の
開
設
以
来
、

半
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
高
元
俊
彦
病
院
長
が

「
医
療
技
術
者
と
し
て
高
い
目
標
を

持
ち
、
日
々
研
鑽
に
努
め
、
草
加
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
し
て
成
長

し
続
け
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
東
京
医
科
歯
科
大
学
長

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

同
大
学
臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長

の
田
中
雄
二
郎
教
授
か
ら
は
「
教
育

病
院
と
し
て
大
学
に
負
け
な
い
立
派

な
医
師
を
育
成
し
て
頂
き
た
い
」
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
東
京
医
科

歯
科
大
学
医
学
部
長
で
脳
神
経
外
科

教
授
の
大
野
喜
久
郎
氏
が
「
脳
卒
中

の
診
断
と
治
療
の
進
歩
」
と
題
し
て

講
演
。
脳
が
い
か
に
複
雑
で
重
要
な

臓
器
で
あ
る
か
、
ま
た
、
近
年
の
脳

の
検
査
法
や
脳
卒
中
の
治
療
法
、
脳

卒
中
を
引
き
起
す
原
因
と
な
る
生
活

習
慣
病
、
喫
煙
・
飲
酒
の
害
な
ど
に

つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
（
講
演

会
の
関
連
記
事
は
3
面
に
）
 

草加市立病院は、市民のいのちと

健康を守り、地域医療の中核を担う

ことを使命とします。 
草加市立病院 検索 HP

市立病院 

草加市立病院開設50周年 
記念式典を開催 

　
草
加
市
立
病
院
開
設
50
周
年

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
病
院
を

育
て
て
い
た
だ
い
た
草
加
市
行

政
、
医
療
関
係
者
、
市
民
の
皆

様
に
、
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
当
院
は
、
昭
和
58
年
に
東
京

医
科
歯
科
大
学
か
ら
鈴
木
文
男

病
院
長
を
迎
え
た
の
を
契
機
に
、

大
学
の
主
要
な
関
連
病
院
と
し

て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
、
今
日

の
18
診
療
科
ま
で
成
長
し
て
参

り
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
4
年
前
に
待
望
の

新
病
院
が
オ
ー
プ
ン
し
た
直
後

か
ら
、
深
刻
な
医
師
不
足
の
あ

お
り
を
受
け
、
産
科
な
ど
一
部

診
療
科
が
休
止
と
な
っ
て
経
営

状
況
も
悪
化
す
る
な
ど
、
厳
し

い
体
験
を
致
し
ま
し
た
が
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
草
加
市
立
病
院
の
5

年
先
、
10
年
先
に
思
い
を
は
せ

れ
ば
、
我
々
の
到
達
点
は
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
一

層
の
地
域
医
療
連
携
を
進
め
、

2
次
医
療
機
関
と
し
て
癌
、
脳

血
管
障
害
、
消
化
器
、
循
環
器

疾
患
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
化
構
想
、

小
児
の
夜
間
休
日
診
療
、
高
齢

者
の
救
急
医
療
な
ど
、
直
ち
に

取
り
組
み
を
開
始
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

　
こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
草
加

市
民
の
健
康
と
医
療
を
守
る
と

い
う
高
い
使
命
感
を
も
ち
、
高

度
な
医
療
技
術
を
展
開
で
き
る

た
め
の
修
練
を
日
々
重
ね
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
草
加
市
立
病
院
開
設
50
周
年
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
政
府
の
国
民
総
医
療
費
抑
制

政
策
の
下
、
地
域
か
ら
は
医
師

が
引
き
上
げ
、
高
齢
化
と
少
子

化
の
中
で
自
治
体
病
院
の
運
営

に
は
大
き
な
負
担
が
の
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
草
加

市
立
病
院
は
こ
の
よ
う
な
逆
風

を
乗
り
越
え
、
こ
こ
数
年
で
小

児
科
医
の
増
強
、
産
科
の
再
開
、

救
急
部
の
新
設
な
ど
大
き
な
飛

躍
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
 

　
開
院
当
時
の
草
加
市
の
人
口

約
3
万
4
千
人
か
ら
現
在
は
24

万
人
を
超
え
、
こ
の
間
に
日
本

は
世
界
に
例
の
な
い
早
さ
で
高

齢
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
草
加

市
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
30
代

後
半
と
50
代
後
半
を
ピ
ー
ク
と

す
る「
二
重
の
塔
」型
を
示
し
、

非
常
に
活
動
的
な
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
一
方
で
は
、
市
職
員
の
意
識

改
革
も
進
み
、
平
成
18
年
発
表

の
全
国
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
・

生
産
性
部
門
で
は
4
4
8
市
区

中
第
1
位
に
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
職
の
人
員
削

減
を
進
め
る
中
で
、
医
療
職
関

係
者
の
増
員
を
確
保
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
健
康
生
活
確
保
の

た
め
の
行
政
の
強
い
熱
意
が
根

底
に
み
え
ま
す
。
 

　
今
後
も
草
加
市
立
病
院
が
市

民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
、
大

学
と
さ
ら
な
る
機
能
連
携
を
深

め
、
末
永
く
共
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま

す
。
 

地域に輝く市立病院をめざして 

草加市病院事業管理者（兼）病院長　 
高元　俊彦 

いま、市立病院と大学病院の連携で 
新たな半世紀の繁栄へ 

東京医科歯科大学医学部附属病院　 
病院長　坂本　徹 

記念式典（獨協大学天野貞祐記念館にて） 

高元俊彦病院長によるあいさつ 

記念講演後の花束贈呈 

病院ボランティア「クローバー」による合唱 

け
ん
さ
ん
 

（右から東京医科歯科大学医学部長　大野　喜久郎氏、）   同大学医学部附属病院長　坂本　徹氏 


